
 

         

吉見町長 宮 﨑 善 雄 

 

新ごみ処理施設を巡る広域協議について、現状を報告します。 

本件は、町の主要事業の一つであることから、説明会を開催し、町民皆さまと直接お会い

して、現状をお知らせすべきところですが、コロナ禍であり、集会を最小限に留める必要が

あることから、以下のとおり、書面でのご報告といたしました。ぜひ、ご一読くださいます

ようお願い申し上げます。 

 

 

 

吉見町は、先に作成しました「新ごみ処理施設建設の事務に関する検証」を踏まえ、鴻巣

市、北本市で取り組んでいる「新ごみ処理施設に関する勉強会」への参加を申し入れ、両市

に快諾いただく中、４月１６日開催の同勉強会へ出席しました。会議では、両市による５回

の勉強会の協議内容などについて報告を受けるとともに、今後の会議の進め方などについて

話し合いを行っています。 

 これにより、改めて埼玉中部環境保全組合を構成する２市１町（鴻巣市、北本市、吉見町）

の枠組みでの勉強会がスタートしました。 

 

 

 

吉見町が加わり、改めて勉強会がスタートした中で、５月２７日に、鴻巣市長の呼びかけ

で、２市１町の首長による「ごみの広域化に関する今後の方向性について」話し合いが持た

れました。会議では、埼玉中部環境保全組合の枠組みである２市１町の連携協力の下、新ご

み処理施設の協議をより積極的に取り組む事などが確認されました。 

 

 

 

２市１町の首長会議の後の６月３日には、鴻巣市長、北本市長の連名で、吉見町長に対し

て、新たなごみ処理施設の整備促進に関する基本的な考え方についての提案がありました。

内容は次の３点です。 

 

 

  

新ごみ処理施設に関する事務の進展について 

１．埼玉中部環境保全組合の枠組みで勉強会がスタート 

２．２市１町の首長会議を開催 

３．鴻巣市長、北本市長の連名で吉見町長宛に提案がなされる 

【提案１】鴻巣市、北本市、吉見町の２市１町による埼玉中部環境保全組合の枠組みで、

新たなごみ処理施設の整備促進を図っていく。 

 

【提案２】新たなごみ処理施設は、鴻巣市郷地安養寺地区を建設候補地として進める。 

 

【提案３】「新ごみ処理施設に関する勉強会」に関して、埼玉中部環境保全組合の職員に

オブザーバーとして参加いただく。 

全戸配布 



 

 

町では、鴻巣市、北本市からの提案に対する現時点での考え方を次のとおりまとめました

ので、町民皆さまへ説明します。なお、町議会へは、６月１５日に開催の議会全員協議会で

説明しました。 
 

【提案１について】 

広域行政（複数の自治体が共同で事務を行う）の手法でごみを処理することで、事務の効

率化が図られること。埼玉中部環境保全組合の枠組みでのごみ処理には確固たる実績があり、

構成市町のごみ処理を巡る基本的な考え方が一致していること。などから、重要な選択肢で

あるとの認識です。 

 

【提案２について】 

埼玉中部環境保全組合の枠組みで、検討するということであれば、北本市には、北本地区

衛生組合（し尿処理）があり、本町では３８年間、鴻巣市、北本市、吉見町のごみを処理し

てきたという実績があります。 

このような中、現ごみ処理施設が立地している地元との約束により、新たに建て替えがで

きないという現状を鑑み、鴻巣市が北本市と連名で、鴻巣市内の建設候補地を提案してくだ

さったのは、ともにごみ処理を行ってきた２市１町の信頼関係の証であり、意義深いことで

あると考えます。こちらも重要な選択肢であるとの認識です。 

 

【提案３について】 

今後、この勉強会が進展すれば、埼玉中部環境保全組合の事務となることが想定されるこ

とから、その準備として、必要なことであるとの認識です。 

 

 

 

以上、現時点の町の考え方を説明させていただきました。今後、２市１町の勉強会を重ね

る中で、また、町民皆さまのご意見等を参考に、この提案に対する町の考え方を定めていき

ます。 

冒頭でも申し上げましたが、コロナ禍であり、町民皆さまへの状況報告等には、工夫が必

要ですが、適宜、進めていきますので、ご理解ご協力をよろしくお願い申し上げます。 

 

 

令和３年６月２５日 

 

 

 

連絡先 吉見町役場 環境課 電話 ５４－７８１１ 

４．鴻巣市、北本市からの提案に対する現時点での考え方 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考：6月 3日文書の写し） 

 


